
菊地久治勉学奨励金奨学生募集要項  

（令和９年度大学在学者対象） 

 

 １．勉学奨励金の目的  

 菊地久治勉学奨励金は、佐倉市に在住する菊地久治氏のご子息の意志により創設された奨学基金であ

り、佐倉市在住のひとり親世帯でかつ低所得世帯に属する意欲と能力のある学生であって、学費の援助を

必要とする者に対して奨学金を支給し、有能な人材の育成を図ることを目的としています。 

 ２．奨学金の支給を受けることができる方  

 奨学金の支給を受けることができる方（奨学生）は次のすべての要件を備えている方です。 

（１）佐倉市在住であり、ひとり親世帯かつ低所得世帯に属していること。 

（２）健康であり、学業成績、人物ともに優秀であること。 

   ※大学等における総評定のうちＡ判定が１／３以上若しくは GPA３・０以上であることを目安とし

ます。 

（３）学費の援助を必要とする家計状況であること。 

（４）学校教育法に規程する大学または短期大学に在学する者で、満２３歳未満の方。ただし、医療系等

就業年限が４年を超える学部については、４年間の支給を上限とする。 

   また、下記①②のどちらかに該当すること。 

①大学及び短期大学の学部・学科・専攻等が概ね偏差値６０以上であること。 

（あくまで目安ですので個別にご相談ください。） 

②大学及び短期大学では福祉学を専攻し、将来福祉分野での仕事に就くことを目指している。 

（５）在学する学長もしくは学部長の推薦が得られること。 

（６）独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）の実施する給付型奨学金を受給もしくは既に申請をして

いること。なお、大学・短期大学、財団等が実施する奨学金を利用する場合は不足分の学校納付金

の支給であることに同意する者。 

 ３．募集人員  

 募集人数  若干名 

 ４．奨学金の支給額と支給年数  

（１）入学金、授業料、施設費等学校納付金として年間１５０万円を限度とする実費です。 

※通学定期代、テキスト代等については支給対象外であり、自己負担となります。 

※支給額は国の実施する給付型奨学金制度による授業料等免除額を除いた学校納付金のみです。 

（２）奨学金支給年数は正規の最短修了年限までとします。 

（３）奨学金は、特別な場合を除いて返済の義務はありません。 

 ５．申込み及び提出書類について  

 お申し込みは、次に掲げる書類を、願書受付期間中に提出してください。（郵送不可） 

 ※願書に記入した内容と証明書に記載されている内容に差異がある場合は、奨学生選考審査の採否に 

影響しますのでご注意ください。 

 ※提出書類は黒色ボールペンを使い、手書き（楷書）で書いてください。 

【応募時に提出する提出書類】 

   ①奨学生願書（様式第１-２号） 

   ②推薦書（様式第２-２号） 

   ③成績証明書（本年度前期の成績状況まで記載されているもの） 

   ④小論文 論文課題:「大学で学んでいること・将来の夢」（８００字以内で自筆で作成のこと） 

      ⑤住民票（本人と生計を一にする世帯全員のもので発行から３ヶ月以内のものに限る） 

      ⑥所得証明書（当該年度のものであること） 

    ※所得証明書は本人と生計を一にする世帯全員の証明書とします。 



   ⑦返信用封筒〔申請者本人宛の郵便番号、住所、宛名を記入し、１１０円切手を貼付したもの〕 

 ６．願書受付期間  

   令和８年７月１日(水)９：００～令和８年８月３１日(月)１６：３０ 時間厳守 

    ※事前連絡の上、応募者本人が窓口へ持参（平日９：００～１６：３０）すること。（郵送不可） 

    ※提出書類のご返却はいたしかねます。 

    ※不足書類がある場合は受付できません。推薦書等学校に作成を依頼する書類については申込

者各自が予め学校に相談のうえ期日に間に合うようご提出ください。 

 

７．奨学生の決定  

（１）奨学生の決定は、菊地久治勉学奨励金奨学生選考委員会において書類・小論文選考及び面接選考等

を行い内定し、令和８年１１月中旬までに書面により通知します。 

【２次選考（面接）予定】 令和８年１０月中旬～下旬 

             ※詳細は１次選考の結果通知でお知らせします。 

 ※電話等による採否の問い合わせ等には応じられません。 

 ８．奨学金の振込  

 奨学金は、奨学生本人名義の金融機関口座へ振込みます。（奨学生名義の千葉銀行佐倉支店指定） 

 ９．誓約書・報告等  

 本会の奨学生として採用された場合、次の事項を遵守する旨の誓約書を提出し、奨学生認定証書授与式

への出席が必要となります。 

（１）今後一層の学業と学生生活に精進し健康に留意して、本奨励金の奨学生として相応しい態度や言動

をとること。 

（２）奨学金は学費納入のためだけに使用し、他の目的には一切使用しないこと。 

（３）本会が実施する年２回の奨学生研修会、その他の行事に積極的に参加すること。 

（４）年間５０時間以上の社会奉仕活動を行うこと。 

（５）本会に次の報告を行うこと。 

  ・学業の進捗状況、生活状況の報告（月１回書面または電子メール、年２回報告会参加） 

    ・学期毎の成績報告（成績証明書の送付等） 

  ・毎学年初めに在学証明書、世帯状況のわかる書類等の提出 

（６）以下の事項が生じた時は、ただちに届けること。 

  ・休学、復学、転学、又は退学したとき 

  ・奨学生又は保護者の氏名、住所その他の重要な事項に変更があったとき 

  ・奨学金の支給要件を欠くに至ったとき 

  ・奨学金の支給を辞退しようとするとき 

（７）特別の理由がなく上記（１）～（６）の義務を怠ったとき、学業成績が著しく落ちた場合には 

奨学生から除外され、奨学金の一部または全額を返還する場合があること。 

 10．個人情報の取り扱い  

 個人情報については厳正に管理し、奨学生の選考以外には使用いたしません。 

 

【問合せ・提出先】 
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